
不動産・インフラ投資市場活性化方策に関する有識者会議 とりまとめ骨子（案）

○成熟型社会では、ハードの更新・改修ばかりでなく既存ストックの経営効率化を含めた「不動
産・インフラのバリューアップ」（実質的価値の増大）が必要

○REIT市場（9兆円）、PFI市場（4.7兆円）は、不動産・インフラの市場規模と比較して低水準
○民間の資金、経営能力等を活用して、「不動産・インフラのバリューアップ」を図り、都市や地

域の魅力を高めて成長を呼ぶ分野への投資を促進させ、資金の好循環、「成長の自律的サ
イクル」を実現

・「ものを動かす」（不動産・インフラのバリューアップ）、「お金を動かす」（個人投資家・機関
投資家の投資活動）、「人を動かす」：FIRE産業（金融、保険、不動産）等への波及

・不動産とインフラが相互に共通目標を持ち、乗り入れを行うよう一体的に運営

・投資適格物件の供給促進（CRE、環境

不動産、不特法）

・都市再生等で整備された優良不動産

の証券化の促進

・Jリート運用資産の多様化（ヘルス

ケア施設、海外不動産等）

・私募ファンド（ブリッジファンド）を活用

したJリートによる不動産取得の促進

・建替えファンド等へ現物出資を行う

際の課税特例の検討

・Jリート等の国際化の促進とアセット

マネジメントの強化

・公的資産の活用（PRE、コンセッション

方式の改善・活用）

・新型PPP制度の導入（収益施設も含めた

包括運営、複数施設の広域的運営等）

・「インフラ・アズ・ア・サービス」
（Unsolicited Proposal ※）

・インフラ情報の適切な把握と開示

・公的年金等の年金基金の分散投資促進

・投資市場のすそ野拡大による個人投資家層の開拓（確定拠出年金を含む）

・長期安定的な資産運用ニーズに応える「準安全資産」概念の導入

・マネーサイドのPPP
（官民連携インフラファンド）

・一般投資家の受け皿ともなる

民間インフラファンドの組成促進

・ブラウンフィールド市場※の活性化

（PFI事業者の株式・債権の流動化等）

不動産 インフラ

・官民連携の中核となる支援体制（プラットフォーム）の整備、関係府省連携
・官民一体となった内外の投資家へのプロモーション（都市セールス）
・実物資産マネジメント産業の育成・雇用の創出

不動産・インフ

ラの供給促進

お金の受け皿

の拡大、多様化

お金の出し手の

拡大、多様化

不動産・インフラの「収益力」向上、「実物資産」化

「PPP‐REIT」（リートによる運営参加）の検討

「ものを動かす」

「お金を動かす」

「お金を動かす」

「人を動かす」

具体的方策

成熟型社会における不動産とインフラを活用した日本再生の道筋

（※）ブラウンフィールド市場・・・建設が終了し、既に稼働しているインフラ事業の市場
Unsolicited Proposal ・・・公共側からの要請なしに、民間側から自由に持ち込まれてくる提案

・不動産・インフラに向けられた資金の上流から下流までの好循環が経済成長の原動力となり、
デフレ脱却に寄与。東京の国際金融センターとしての整備に貢献

不動産・インフラ投資市場活性化の効果
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